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本稿は，2023年 6月 13日に開催された横幹連合
創立 20周年記念式典における特別講演の概要です．

1. はじめに

横幹連合創立 20周年誠におめでとうございます．
また，このような重要な記念の会で講演の機会を
いただきまして誠にありがとうございます．
本日の講演では，interdisciplinaryを超えて trans-

disciplinaryというサブタイトルをつけさせていた
だいてます．垣根を超えることの重要性が様々に議
論されますが，最近，特に transdisciplinaryの重要
性が認識され始めています．この横幹連合が trans-

disciplinaryという言葉を以前から使われてきたこ
とに感銘を受けています．

2. Transdisciplinarity

まず，transdisciplinarityについて少しお話します．
国際学術会議 International Science Council (ISC)

は，最近 transdisciplinary researchに関する discus-

sion paperを出しました．科学が，社会の信頼を確
保し，人類の幸福に活かされること，また科学的
知見に基づく意思決定や政策決定が実現すること，
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そのために transdisciplinarityが必要であると述べ
ています．

Interdisciplinaryと transdisciplinaryは似たような
単語で同じような意味で使われることも多いので
すが，両者には違いがあります．Interdisciplinaryと
いう場合は，学術分野間の連携が意図されます．こ
れに対し，transdisciplinaryという場合は，学術を
超えて多様なステークホルダーが参画することを
含みます．
なお，ISCは，科学を公共財として推進していく
ことをビジョン，世界における科学の声になること
をミッションとしています．I国際科学連合や国・
地域のアカデミー等が会員の組織ですが，ビジョン
とミッションを実現するために，国際的なさまざま
団体との連携も行っています．

3. 数学からみた Transdisciplinarity

次に，数学の社会における役割をご紹介します．
数学は，理系に進学するには必ず勉強しなけれ
ばならない科目ですが，実際にどう役に立ってい
るかは分かりづらいようです．数学は「科学の共
通言語」と言われ，自然現象・社会現象を数学の
言葉で定式化することで，科学的に扱う方法論に
乗せることができます．最近は，データ科学・計算
科学やA Iが急速に進歩し，科学技術の発展の仕方
が大きく変わろうとしています．これまで以上に，
数理科学を学びに活かしていくということが大き
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く期待されるようになってきています．
その流れのなか，海外では数理科学に大きな投
資が行われるようになりました．特に米国，英国，
中国が顕著です．また，アフリカでは「次のアイン
シュタインはアフリカから」をモットーに，科学技
術の基盤としての数理科学の高等教育研究所がで
きています．これがすばらしいのは，パンアフリ
カンネットワークで運営されており，アフリカ全体
の科学を同時に底上げしようという活動であると
ころです．日本数学会も，講師派遣を通じて関わっ
ています．
諸科学・社会課題を数理的な言葉にしようとい
う試みが世界中で動いています．テーマプログラ
ムを選び，そのテーマに関わる研究者が世界中か
ら，また様々な分野から集まって議論をするため
の「訪問滞在型研究所」が海外にはいくつもあり
ます．野心的な試みとして，オランダの Lorentzセ
ンターでは人文社会科学との連携を特徴に押し出
しています．
東北大学でも，Tohoku Forum for Creativityとい
うセンターを十年ほど前に作りました．科学全体
から異分野融合で新領域を創出するための提案を
受けています．また産業界から課題をいただき，学
生がこれを解決するための議論を行うG-RIPSとい
うサマープログラムもあります．米国の学生と日
本の学生がチームを組んで，二ヶ月で解決の手が
かりまでたどりつこうというものです．

4. 数学と材料科学の連携

次に，数学と材料科学の連携についてお話しし
ます．
私は，西暦 2000年前後ぐらいに「離散幾何解析」
という新しい数学を開発しようと，明治大学の砂
田利一氏と一緒に取り組んでおりました．

2008年に，JSTのCRESTにおいて，数学と材料
科学の連携により物質の階層構造を理解するプロ
ジェクト提案を採択していただきました．これが
材料科学と関わりを持ったきっかけです．現代の材
料科学では，原子であったり分子であったり，微視
的構造を観測し制御できるようになりました．こ
の技術を生かして，我々が日常的に使う材料の機

能や性質をどのように向上するか，新しい機能を
生み出すかということが非常に重要な課題である
ことを知りました．複雑な系である材料において，
微視的な構造と巨視的な物性の関係を理解するこ
とは非常に挑戦的です．微視的な構造は離散的で
あり，我々が日常的に使っている物質は連続的な塊
としてとらえられます．そのように考えると離散
と連続をつなぐ，あるいは階層間をつなぐ新しい
数学である離散幾何解析が役に立つかもと考えま
した．
更に，2012年に，数学者として新しい時代の材
料科学に取り組むために，東北大学の材料高等研
究所WP-AIMRの所長を拝命しました．数学者と
材料科学，しかも実験をしているような材料科学
のトップレベルの研究者が同じ屋根の下で日々議
論をするという，本当に贅沢な機会でした．

2017年には，科研費新学術領域研究に採択いた
だき，離散幾何解析により材料をデザインする基
盤を構築することを目指す全国的なプロジェクト
を推進しました．

5. JST SATREPS

最後に，JSTの SATREPSについてご紹介させて
頂ければと思います．私はこちらの領域総括をやっ
ています．
分野横断的な科学技術を推進するには，皆で集
まって何かやりましょう，というだけではなかなか
動きません．むしろ，課題があり，それを解決する
ために必要な諸分野の研究者が集まることが駆動
力となります．学術として生み出された知恵を行
動につなぎ社会に活かすためのプログラムの一つ
が SATREPSです．

SATREPSは，科学技術が本質的に関わる ODA

的なプログラムです．環境問題，食料問題，健康
問題など，地球規模課題の解決に，日本の科学技
術を生かす国際共同研究プログラムです．単に発
展途上国の技術開発支援をするということではな
く，共創によりその国に定着する技術の開発を目
指します．現在，世界 55国で 174の課題を推進し
ており，たくさんの成功例があります．たとえば，
ザンビアで行われている金属汚染対策があります．
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現地ニーズをきちっと捉えるというところから行っ
ています．そして，現地の研究者と日本の研究者，
この場合，北海道大とザンビアですけれども，協
力して技術開発を行い，それを成果として社会に
活かしています．

6. Transdisciplinarityの実現に向けて

Transdisciplinaryな研究を実施するにはいくつか
の観点があります．まず駆動力となる課題です．良
い課題を見出しそれに対して科学技術がどうアプ
ローチするかを突き詰めるプラットフォームの存在
が鍵となります．社会課題は往々にして transdisci-

plinaryな取り組みとなりますが，それを支える予

算や評価，人材育成ということが必須です．
こういうことを実現するためには，横幹連合の活
動というのは今後さらに重要性が増すと考えてい
ます．これからもどうぞよろしくお願い致します．
ご静聴ありがとうございました．

小谷元子
理学博士．独マックスプランク客員研究員，東北大
学大学院理学研究科助教授を経て，2004 年より東北
大学大学院理学研究科教授．2012 年東北大学原子分
子材料科学高等研究機構（現・材料科学高等研究所）
長（～2019 年）．2020 年より現職．沖縄科学技術大
学院大学理事，外務大臣次席科学技術顧問．内閣府総
合科学技術・イノベーション会議議員（非常勤），日
本数学会理事長，理化学研究所理事等を歴任．専門分
野は数学（幾何学，離散幾何解析学）．

98 横幹 第 17巻第 3号


